
学校部活動の部活動指導員および地域クラブ活動の指導者向け動画教材について（案）

スキルアップ 【 指導者の質の向上 】
（搭載予定動画コンテンツ）
制度の概要、活動の意義・位置づけ、服務、
発達段階に応じた指導⽅法、情報共有、
安全・障害予防、引率、⽣徒指導対応、
事故対応、配慮を要する生徒への対応、
保護者対応、管理運営 等

動画視聴による通信講座機能を搭載

部活動指導員および地域クラブ指導者向けのコンテンツをそれぞれ⽤意

選択︓部活動指導員向け
⓬ 部活動指導員制度の概要(⾝分、職務、勤務形態、報酬、災害補償等)
⓭ 学校教育及び学習指導要領
⓮ 部活動の意義及び位置づけ
⓯ 服務(校⻑の監督を受けること、信⽤失墜⾏為の禁⽌等)
⓰ 部活動の管理運営(会計管理等)

MENU

❶ ⽣徒の発達段階に応じた科学的な指導
❷ 部活動を担当する教員等との情報共有
❸ 安全・障害予防に関する知識・技能の指導
❹ 学校外での活動(⼤会・練習試合等)の引率
❺ 事故が発⽣した場合の現場対応
❻ 配慮を要する⽣徒などへの対応
❼ ⽣徒指導に係る対応（体罰・ハラスメント等）
❽ 保護者等への対応
❾ コンプライアンスとリスクマネジメント
❿ 部活動等の指導に⽣かすカウンセリングマインド
⓫ コーチング

選択︓地域クラブ活動指導者向け
⓱ 地域クラブ活動の意義及び位置づけ
⓲ 地域クラブ活動の管理運営(会計管理等)

共 通

ねらい

いつでもどこでも受講可能

指導にあたって必要となる
知識を習得
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【動画の流れ】
○ 要点をまとめた資料（PowerPoint等）に沿った解説

資料３－５



【共通】（計51分）
№ 教材名 時間(分)

❶ ⽣徒の発達段階に応じた科学的な指導 ７
❷ 部活動を担当する教員等との情報共有 ３
❸ 安全・障害予防に関する知識・技能の指導 ５
❹ 学校外での活動(⼤会・練習試合等)の引率 ３
❺ 事故が発⽣した場合の現場対応 ５
❻ 配慮を要する⽣徒などへの対応 ３
❼ ⽣徒指導に係る対応（体罰・ハラスメント等） ５
❽ 保護者等への対応 ５
❾ コンプライアンスとリスクマネジメント ５
❿ 部活動等の指導に⽣かすカウンセリングマインド ５
⓫ コーチング ５

【選択︓部活動指導員向け】（計19分）

【選択︓地域クラブ活動指導者向け】（計８分）

№ 教材名 時間(分)

⓬ 部活動指導員制度の概要
(⾝分、職務、勤務形態、報酬、災害補償等) ３

⓭ 学校教育及び学習指導要領 ３
⓮ 部活動の意義及び位置づけ ３

⓯ 服務
(校⻑の監督を受けること、信⽤失墜⾏為の禁⽌等) ５

⓰ 部活動の管理運営(会計管理等) ５

№ 教材名 時間(分)

⓱ 地域クラブ活動の意義及び位置づけ ３
⓲ 地域クラブ活動の管理運営(会計管理等) ５
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【教材視聴時間】
● 部活動指導員の登録を希望する場合︓ ＋ ＝ 合計70分（16動画）

● 地域クラブ活動指導者の登録を希望する場合︓ ＋ ＝ 合計59分（13動画）
※地域クラブ活動指導者においては、指導者を募集する団体等が別途公認スポーツ指導者資格等の保有を求める場合あり

共通51分

共通51分

選択19分

選択 ８分

学校部活動の部活動指導員および地域クラブ活動の指導者向け動画教材について（案）



⼤阪府⽴学校部活動指導員配置事業実施要綱の改正について（令和６年４⽉１⽇施⾏）

現 ⾏ 変 更

資 格

次の（１）から（４）をすべて満たすものとする。
（１）20歳以上である者
（２）地⽅公務員法第16条の各号のいずれにも該当しない者
（３）当該部活動の実技指導に⾼い技術と指導⼒を有する者
（４）当該学校の部活動⽅針を理解し、指導に対して熱意を有する

者であり、以下の①から④のいずれかを満たす者
①教員の経験がある者
②学校での部活動の指導経験がある者
③運動部活動については、スポーツリーダーなどの資格を有する
者で、地域のスポーツ活動（スポーツ少年団、総合型地域
スポーツクラブ等）において指導経験がある者

④⽂化部活動については、地域の⽂化教室等において指導
経験がある者

次の（１）から（４）をすべて満たすものとする。
（１）18歳以上である者（⾼校⽣は不可）
（２）地⽅公務員法第16条の各号のいずれにも該当しない者
（３）当該部活動の実技指導に⾼い技術と指導⼒を有する者
（４）当該学校の部活動⽅針を理解し、指導に対して熱意を有する

者であり、以下の①から④のいずれかを満たす者
①教員の経験がある者
②学校での部活動の指導経験がある者
③当該専⾨分野の指導者資格を有する者
④当該専⾨分野の経験や指導経験が通算６年以上ある者

備 考

• 上記資格改正のほか、勤務条件として府⽅針の遵守を必須とすること(要綱第８条)について、⽅針改定時(R5.8)に実施した⽅針名称変更に
伴う改正も同時に⾏う。

• (公財)⽇本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格であるスポーツリーダーについては、コーチングアシスタントの要請開始に伴い、令和４年度を
もって新規要請終了。

• 部活動指導員の質の保障については、新たに構築することを予定している「⼤阪府スポーツ＆カルチャーバンク(仮称)」における教材や、「⼤阪府
部活動の在り⽅に関する研修会」等により、資質の担保や向上につなげる。

【趣旨】 部活動指導員の量の確保に向けて、現在の資格要件の変更により、更なる⼈材の発掘・把握につなげるもの
≪変更点≫
① 成⼈年齢引き下げに伴うもの
② 専⾨分野の経験を有する⼤学⽣等の任⽤を可能とするもの

【 参 考 】 部活動指導員の⾝分等について

⾝ 分
学校の教育計画に基づき、⽣徒の⾃主的、⾃発的な参加により⾏われるスポーツ、⽂化、科学等に関する教育活動である部活動において、校⻑
の監督を受け、技術的な指導に従事する、学校教育法施⾏規則（昭和⼆⼗⼆年⽂部省令第⼗⼀号）第七⼗⼋条の⼆、第百四条及び第百
三十五条で定める学校の職員

⽬ 的 教員の部活動における時間外勤務の削減及び負担軽減のために配置するもの

職 務
上記⽬的のために、当該部活動を担当する教員と連携し、校⻑の適切な管理及び指導のもと、以下の業務を⾏う。
１．実技指導、２．安全・傷害予防に関する知識、技能の指導、３．学校外での活動（⼤会・練習試合等）の引率
４．⽤具・施設の点検、管理、５．部活動の管理運営（会計管理等）、６．保護者等への連絡、
７．年間・⽉間指導計画の作成、８．⽣徒指導に係る対応、９．事故が発⽣した場合の対応

報 酬 等 報酬︓１時間あたり 1,600円 交通費︓実費弁償

※中学・⾼校の計６年間の経験が考え⽅のベース

参考：（令和５年度）第５回検討会議参考資料２より
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地域クラブ活動の指導者における資格要件の考え⽅について

 地域クラブ活動における指導者は、運営団体や実施主体ごとで確保されるものであることから、指導者に求める要件等は、それぞれの団
体等において独⾃に設定されるべきものである。

 一⽅、⽣徒にとってふさわしく多様なニーズに応えられる指導者の養成や資質向上の取組みを進めていただくにあたり、参考となる指導者
資格について、例⽰することにより、指導者資格の取得等を推奨する。

 なお、運営団体や実施主体が指導者を募集するにあたり、府の⼈材バンクを活⽤する際には、募集内容の掲載欄にそれぞれが定める
要件を記すことができる仕様とすることで、専⾨性や資質・能⼒を有する指導者の確保を⽀援する。

例 ⽰

スポーツ

（公財）⽇本スポーツ協会 公認スポーツ指導者資格
●スポーツ指導者基礎資格
・スポーツコーチングリーダー（旧コーチングアシスタント）
・スポーツリーダー
●競技別指導者資格
・スタートコーチ（競技別、スポーツ少年団、教員免許状所持者）
・コーチ１〜４（競技毎で異なる）
・教師（競技毎で異なる）
・上級教師（競技毎で異なる）

【参考】https://www.japan-sports.or.jp/coach/tabid58.html

⽂化芸術 ≪確認中≫

【趣旨】
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参考：（令和５年度）第５回検討会議参考資料２より

https://www.japan-sports.or.jp/coach/tabid58.html

